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➢ 原子力規制委員会原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チームは、令和６年４月以降、計９回の
検討チーム会合を開催し、屋内退避の効果的な運用に関する検討を行ってきた。なお、本報告書の取り
まとめに当たっては、第６回会合の後に報告書に記載して欲しい事項について、第８回会合の後に報告

書（案）の内容についての計２回、PAZ 又は UPZを有する関係自治体への意見照会を実施している。

議論の経緯

令和６年４月22日 第１回 • 原災指針上の屋内退避の考え方を確認
• 今後の検討チームの進め方について議論

令和６年５月20日 第２回 • 屋内退避の対象範囲及び実施期間の検討に当たって想定す
べき事態進展の様態を検討

• 想定する事態進展の様態に対する解析条件について検討

令和６年６月28日 第３回 • 屋内退避についての判断に当たって検討すべき論点の整理

令和６年８月26日 第４回 • オンサイト側の論点の検討（重大事故等対策が奏功する場
合等の原子炉施設の状態に基づく屋内退避の判断）

令和６年９月30日 第５回 • 重大事故等対策が奏功する場合の被ばく線量シミュレー
ションの解析結果に基づいて議論・オフサイト側の論点の
検討（屋内退避の解除、避難への切替えの判断に当たって
考慮する事項等）

令和６年10月18日 第６回 • 第５回会合までの検討状況の中間まとめの議論・決定

令和６年11月12日 第７回 • 第５・６回会合で残された課題について議論

令和７年２月５日 第８回 • 報告書（案）の議論

令和７年３月28日 第９回 • 報告書の決定



3※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

基本的な考え方



4※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

屋内退避の運用（１）一時的な外出



5※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

屋内退避の運用（１）一時的な外出



6※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

屋内退避の運用（２）継続できるかを判断するタイミングの目安



7※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

屋内退避の運用（３）解除の要件
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※令和７年10月23日原子力規制委員会「原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム」報告書の概要より抜粋

屋内退避の運用（４）避難への切替え
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